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事 務 所 だ よ り  

 

平成３０年８月号 
  

～7月から民間委託によりスタートされます～ 

 

働き方改革の中で、36協定の重要性が高まっています。しかし、現実には労務管理の基本中

の基本である 36 協定の締結・届出さえもできていない企業が少なからずあるというのが実情です。 

しかし、その指導を徹底するだけの十分な体制が労働基準監督

署にないというのが実態であり、それを改善するため、今年度

は 36協定未届事業場に対する相談指導事業が民間に委託され

ることとなりました。現在、各労働局でその入札公告が行われ

ていますので、本日はその資料から今回の事業の内容について

見ていくこととしましょう。今回の事業は、労働局労働基準部

監督課が作成する事業場リストの事業場に対して、以下の事項

が行われます。 

労働条件自主点検表及び自主点検結果報告書の送付と自主点検結果報告書の回収 

 返信期限を過ぎ、１週間以上経過してもなお回収されていない事業場については、

電話および書面による督促が行われる。 

回収した自主点検結果報告書の分析 

 回収した自主点検結果報告書は、項目ごとにエクセルにより事業場ごとに集計・データ化し、労働基

準法等の適合有無について分析が行われる。また、返送のない事業場等もデータ化して管理される。同

時に集計されたデータのうち、労働局が指定する項目について労働基準法等に適合するか否かの分析を

行うとともに、労働基準法等に適合しないと認められる事業場のリストが作成される。 

集団的または個別的な相談指導の必要な事業場の選別と相談指導の実施 

 自主点検結果報告書において相談指導を希望する事業場、自主点検結果報告書の提出がなかった事業

場及び により分析された結果、労働基準法等に適合しない事業場について、集団的な相談指導が実施

される。この集団的な相談指導に参加しなかった事業場については、電話等で連絡をとり同意が得られ

た場合には、個別訪問による相談指導が実施される。 

※この事業で行われる指導はあくまでも事業主の同意が前提となりますが、その参加の優先順位は自主

点検結果報告書の提出のない事業場、労働基準法等に適合しないと認められる事業場が優先されるとい

うことです。今回の事業が、労働基準監督署の不足するリソースを民間委託で穴埋めし、

効果的な 36 協定の指導を行うことが目的であることを考えれば、自主点検結果報告書が

提出されない場合には、監督署による監督指導が優先的に行われる可能性が高いと思わ

れます。改めて、36 協定の締結届出を徹底するとともに、労働時間の最適化を進めまし

ょう。 
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              介介護護休休業業給給付付金金のの支支給給申申請請ににつついいてて  

雇用保険から支給される介護休業給付とは、労働者が介護休業を取得しやすくし、その後

の円滑な職場復帰を援助、促進することにより 職業生活の継続を支援する制度です。最近、

「介護離職」という言葉がよく訊かれるようになりました。今回は、介護休業給付金につい

ておさらいしてみましょう！ 

支給対象となる対象家族は、負傷、疾病又は身体上もしくは精神上の障害により、2週間にわたり常時介護

を必要とする状態にある 家族を介護するための休業であること。 

 ※必要とする状態にある家族とは、被保険者の「配偶者」「父母」「子」「配偶者の父母」「祖父母」「兄弟姉妹」「孫」。 

支給対象期間は、1つの休業期間が 3ヶ月を超える場合は、3ヶ月が限度。複数回休業取得する場合は、3回

を上限として、通算 93 日に達するまで。 

支給額は原則として、休業開始前に受けていた平均賃金の 67％となります。 

添付書類は被保険者が事業主に提出した介護休業申出書の他に介護対象家族の方の氏名、申請書本人との続

柄、性別、生年月日等が確認できる書類（住民票記載事項証明書など）が必要となります。 

また今年の 5月から雇用保険関係の書類にマイナンバー記載が必須となりましたが、介護休業給付金

支給申請書に介護対象家族のマイナンバーを記載せずに支給申請することができると先日、厚生労働

省は発表しました。（被保険者本人のマイナンバーは記載必要です！） 

 

お遍路にて・・・～第 139 回 

 

 暑中お見舞い申し上げます。 

「命に関わることもある危険な暑さ」という表現に驚きましたが、室内でも熱中症に罹る

ようですから、屋外で従事される皆さんには今年の酷暑にはくれぐれもご注意下さい。 

 子供の頃夏休み宿題のドリルにお天気を記入しており、３２、３度を超えるとびっくり

していましたが、５０年以上経って今は３８度も珍しくなく４０度も記録するようになり

ました。もはや温暖化ではなく、地球が高温化していると言えます。 

 高温化の影響は、先日の広島、岡山、愛媛をはじめ西日本の広域豪雨災害をもたらしました。昨日ま

で緑豊かな里山が崩れ、穏やかな小川が濁流と化し土石流が街に溢れ出しました。 

災害とは縁のないようなどこにでもある景色が一変する恐怖が、いつ、どこでも発生する可能性があ

るということを知らされました。 

２年前の熊本地震でも、私達は自然災害を前に人間の無力さと日常の無常さを体感しました。被災す

ることで、お互いに助け合い、譲り合いながら、皆さん優しくなりました。 

ただ、「被災者」という特別な立場を得ると優しい人が「さもしい行動」をするようになるのを私達

は幾度も目撃していました。これも紛れも無く現実でした。 

因果応報。善因善果、悪因悪果。どのような行動をしても、そのような結果がもたらされる。そうで

あるなら良い結果を得るために良い行動を心がけたいと思いつつも、休日の朝、「不機嫌は罪である、

上機嫌は今や職務です」という本を読んでいる傍から、ウィーンと掃除機の音。今しなくても、いいで

しょ！と心の声・・・ 

 

今月の戯言 他人に悪意を与えず、悪意を受け取らず 
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